瀞ホテル (看板)

この旅館は、1917年に建てられました。「あづまや」と名付けられたこの旅館は、筏師と呼ばれる近隣の山々の深い森で伐採された丸太を木材に加工するために川下へと輸送する男たちの宿でした。当時、この地域は実質的に隔絶されていました。しかし、旅館の開業後間もなく、周辺の風光明媚な風景が知られるようになり、1920年には観光客の増加に伴って瀞峡の渓流を往来する旅客船が就航しました。昭和（1926-1988）になると、旅館の名前は瀞峡の人気にちなんで「瀞ホテル」と改められました。1965年に道路が開通したことで、この地域の観光ブームはさらに加速し、宿周辺の小さな集落は、観光産業を支えて賑わいました。しかし、2004年、3世代続いた宿は廃業しました。

歴史のショーケース
2013年、瀞ホテルは4代目のオーナーによって、簡単な食事と峡谷を一望する景色、そして、百年前の創業当時を偲ばせるノスタルジックな雰囲気を楽しめるカフェとレンタルスペースとして再びオープンしました。建物内には、川が唯一の交通手段であった時代の品々が飾られています。瀞ホテルは奈良県の文化財に指定されています。
